
  

 

 

 

 

 

説けば伝わる～正しい方向に導く～ 

校長 川畑 敏彦 

 

先日、暗く落ち込んだ顔で、二人の子供が校長室にやってきました。見ると、手には折れた花の

苗を持っています。「どうしたの？」と声をかけると、「ボールが当たって、花を折ってしまいました」と

のこと、話を聞くうちに、私にも同じような経験があることを思い出しました。 

 

私が中学生の時、体育大会で、優勝クラスに贈るトロフィーを壊してしまったことがありました。

（あろうことか、友達とトロフィーをラケット代わりにして卓球をしていました。）担任や生徒指導の先

生方から厳しく指導を受けた後、最後に校長室に連れていかれました。また、同じように指導される

のかと思っていると、校長先生から「このトロフィーっていうのは何ですか？」と聞かれました。意味

がよく分からず、二人で出した答えが、「優勝したところしかもらえない貴重なものです」と「歴史だ

と思います」の 2つでした。その後、校長先生が、 

「そうだよね。君たちの先輩とかが、クラスで一致団結して頑張って優勝を勝ち取った時の大事な

トロフィーなんです。それで卓球というのはどうなんでしょうね。君たちの保護者がお金を出し合っ

て弁償すればよいと思うかもしれない。でも、新しいものを買っても、そのトロフィーに刻まれた歴

史は戻ってこないんじゃないかな。そういうものなんだよ、トロフィーっていうのは。トロフィーだけじ

ゃなく、学校というのはそういうものなんです。君たちの代も後輩たちにちゃんと受け継ぐために、

恥ずかしくないように、毎日毎日頑張らなきゃいけないんじゃないかな。」 

わたしも友達も、先生の説得力のある話に納得し、自分たちのしたことが恥ずかしくなって、シュ

ンとうなだれてしまいました。 

 

子供たちが間違ったことをしたとき、「罰を与える」ことが目的ではありません。将来より良い大人

になるために説いてやること、正しい方向に導いてやることが大切なのです。そうした愛情は、毎日

の生活の中で子供たちにきちんと納得できるように説けば、必ず伝わっていきます。「なぜいけない

のか」「なぜこういうことをしなければいけないのか」ただ頭ごなしに「ダメだろう」「これをやりなさ

い」ではなく、子供たちの言い分に、まず真っ白な気持ちで耳を傾けてみる。そこか

ら子供とともに「どうしてこれをしなければならないのだろう」「なぜこれはダメなん

だろう」と、同じ視点に立って考えて説いていく。そうした手間を惜しまず育てていく

ことが、今求められているのではないかと思うのです。学校の先生たちも同じです。

子供たちを正しい方向へ導こうという熱意、意欲を持ち、そうした愛情は毎日の生

活の中、子供たちに向けられています。 

 

さて、冒頭の子供たちはどうしたかというと、まず、勇気をもってきちんと謝りに来てくれたことに

触れ、次に、どうして苗が折れてしまったのかを一緒に考えてみました。すると、「花壇の近くでボー

ル遊びをしていて、ボールが苗に当たった」ことに気づき、今後どうしたらよいかも、考えることがで

きました。「折れてしまった苗はどうする？」と聞くと、植え替えた方がいいとなったので、一緒に植

え替えました。花壇にあるたくさんの中の一つの苗ですが、子供の心とともに大きく成長し、きっと

春には、きれいな花を咲かせてくることでしょう。楽しみです。 
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昨年の 12月 20日（土）の午後から、「すぎなの

会」の方々による門松づくりが行われました。 

子供たちや学校がよい正月を迎えられるように

と、すぎなの会のお父さん方が６校（紫原小、紫原

中、広木小、向陽小、西紫原小、西紫原中）のおや

じの会の方々と朝から竹の切り出しをしてくださ

いきました。午後からは、そ

の竹を使って、すぎなの会

の方々と職員とで竹を切っ

て、正門に設置しました。飾

り付けは、子供たちも手

伝ってくれて、立派な門

松が仕上がりました。 

また、余った竹を使っ

て、ミニ門松づくりも

作っていただき、玄関に

飾っていただきました。 

時折、小雨も降る中の

作業でしたが、令和７年のよ

き締めくくりができるとと

もに、新年を迎える雰囲気が

感じられました。すぎなの会

の皆様、ありがとうございました。 

 

 
 

本校のキャッチフ

レーズの一つとして

「あいさつ」を掲げて

います。子供たちが自

分から気持ちのよい

挨拶ができるよう、各

学級で「あいさつ名人

になろう！」の右の図

を 活 用 し た 指 導 を

行っています。先手あ

いさつについては、元

気よく先に挨拶する

ことをポイントにし

ています。朝の登校時

や校内でのすれ違いなど、日常の場面で意識して実

践しながら、挨拶の輪が広がっていけたらと願いま

す。 

また、横断歩道では安全確認をした上で立ち止っ

て体を向けてしっかり礼をし、止まってくれた運転

手の方に感謝の気持ちを伝える挨拶にも取り組ん

でいきます。挨拶を通して、人を思いやる心や社会

の中での望ましい行動を身に付けていくことを目

指しています。御家庭でも、子供たちへの声掛けや

ご指導をお願いします。 

 本校の学校自慢の１つに「給食が充実している」

ことがあげられます。県では、学校給食記念日の1月

24日を含む1週間を「鹿児島をまるごと味わう学校給

食」と定めており、それに合わせて、本校では、19

日(月)～23日(金)を「給食強調週間」としました。 

この期間は、鹿児島の食材をふんだんに使用した

メニューも味わうことができました。「がね」「あ

おさの味噌汁」「かね団子汁」

「とんこつ煮」等の郷土料理や

地場産物を使った料理の美味し

さを改めて実感することができ

ました。 

放送室前には、給食室の先生

方が調理の際に使用する道具が

展示され子供たちがその大きさ

を比べたり興味深げに見入った

りしていました。 

また、給食で使用したさくら

じま大根の重量あてクイズも行

われ、食に対する関心を深める

とともに、食べ物をいただくありがたさを感じてい

るようでした。 
 
 
 
 
〇市民あいさつ運動推進標語入選 
入選：３年 遠矢 陽久 さん 

５年 西牟田 瑠衣 さん 
〇社会科作品作品コンクール 
 優良賞：３年 岡部 陽真 さん 
〇県理科研究記録展 
特選：６年 横山 叶恵 さん 

〇令和 8年新春書き初め大会 
 ＫＹＴ鹿児島読売テレビ賞 6年 谷牛 愛梨さん 
 

 
 

 

給食強調週間

【２月…如月(きさらぎ)…February】 
 ５日(木) 新一年生入学説明会 
 ９日～14日  インターナショナルウィーク 
 11日(水) 建国記念の日（祝日） 
 12日(木) ＰＴＡ評議委員会・学校保健委員会  

13日(金) 感謝集会（朝活動） 
14日(土) 土曜授業日(４年生：10歳の集い) 

 19日(木) 高齢者とのふれあい活動【３年生】（５・６校時） 
〃   児童総会【４・５・６年生】(3校時) 
〃   スクールゾーン委員会 

22日(日) あいご会グランドゴルフ大会 
 23日(月) 天皇誕生日（祝日） 
 26日(木) 授業参観・学級ＰＴＡ【４・５・６年生】 

27日(金) 授業参観・学級ＰＴＡ【１・２・３年生】 
 

【３月…弥生（やよい)…March】 
 ６日(金) ６年生を送る会（1校時） 
 ８日(日) 音楽部お別れコンサート 

〃   特別支援学級閉級式・学級ＰＴＡ 
 14日(土) 土曜授業日 音楽集会【６年】 

17日(火)  卒業式会場設営 
 18日(水) 卒業式予行 
 20日(金) 春分の日（祝日）  
  24日(火) 卒業式 
 25日(水) 修了式 
 26日(木) 辞任式 

２月・３月の主な行事予定 

受賞おめでとう！ 

立派な門松で新しい年を迎えられました！ 

自分に勝つ！～頑張った持久走～ 
 

あいさつ名人になろう！ 


